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余
人
を
も
っ
て
代
え
が
た
い
著
書
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
冒
頭
に
記
し
て
、
本
書
の
完
成
と
刊
行
を
寿
ぎ
た
い
。
著
者
を
こ
こ
に
ま
で
導

い
た
遍
歴
に
つ
い
て
は
、
本
書
「
あ
と
が
き
」
に
簡
要
な
自
解
が
み
ら
れ
る
の
で
、
贅
言
は
慎
む
。
日
本
近
代
文
藝
史
の
塗
り
替
え
に
挑

ん
で
き
た
著
者
が
、
論
述
対
象
の
晩
年
と
同
等
の
年
齢
に
達
し
て
は
じ
め
て
実
現
し
得
た
、
余
人
の
追
従
を
許
さ
ぬ
探
索
を
凝
縮
し
た
、

研
錬
の
賜
物
で
あ
る
。
な
お
、
評
者
は
も
と
よ
り
哲
学
史
研
究
の
専
門
家
で
も
な
く
、
西
田
研
究
者
で
も
な
い
。
専
門
筋
か
ら
は
別
途
、

よ
り
適
切
な
書
評
や
批
評
の
得
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
以
下
聊
か
の
意
見
を
開
陳
し
た
い
。

　

本
書
の
大
き
な
特
色
を
ま
ず
三
点
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
第
一
に
和
漢
洋
に
わ
た
る
西
田
の
広
範
な
読
書
歴
を
踏
ま
え
、
同
時
代
の
日

本
に
お
け
る
学
術
の
地
勢
図
上
に
的
確
な
等
高
線
を
施
し
、
各
種
論
者
の
陣
営
配
置
を
鳥
瞰
し
た
う
え
で
、
そ
の
中
に
西
田
の
執
筆
活
動

を
位
置
付
け
る
。
当
然
の
基
礎
作
業
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
相
手
は
狭
義
の
哲
学
を
大
き
く
踏
み
越
え
、
物
理
学
や
生
物
学
を
含
み
、
晩

年
に
は
歴
史
観
や
国
家
学
に
も
踏
み
込
む
学
究
。
そ
の
関
心
を
、
釣
り
合
い
の
と
れ
た
視
野
に
収
め
る
実
地
検
証
は
、
前
例
を
見
ず
、
お

そ
ら
く
は
今
後
も
、
匹
敵
す
る
規
模
と
体
系
性
を
も
っ
て
踏
破
さ
れ
る
こ
と
は
二
度
と
あ
る
ま
い
。

　

第
二
に
そ
れ
と
も
関
連
す
る
が
、
本
書
は
哲
学
の
学
会
公
認
の
手
法
や
手
続
き
に
そ
っ
て
西
田
の
著
作
を
批
判
的
に
検
討
す
る
先
行
研

究
と
は
、
志
向
を
異
に
す
る
。
む
し
ろ
近
代
日
本
の
知
性
史intellectual history
に
お
い
て
看
過
で
き
な
い
巨
人
で
あ
っ
た
西
田
の
足
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跡
を
、
歴
史
社
会
状
況
と
の
関
数
に
お
い
て
把
握
す
る
。
こ
れ
は
所
謂
「
京
都
学
派
」
内
部
か
ら
の
西
田
擁
護
に
靡
く
こ
と
で
も
な
け
れ

ば
、
反
対
に
敵
対
陣
営
に
見
ら
れ
る
、
現
時
点
の
正
義
に
照
ら
し
た
高
飛
車
な
決
め
つ
け
に
よ
る
超
歴
史
的
な
攻
撃
に
安
易
に
同
調
し
て
、

著
者
の
学
術
的
栄
達
を
誇
る
よ
う
な
迎
合
的
態
度
と
も
、
き
っ
ぱ
り
と
袂
を
分
か
つ
。

　

第
三
に
こ
の
選
択
は
、
著
者
を
し
て
西
田
の
方
法
論
を
体
現
し
つ
つ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
西
田
の
営
為
を
点
検
す
る
と
い
う
内
在
批
判
の

徹
底
を
課
す
。
端
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
西
田
が
あ
る
段
階
で
到
達
し
た
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
を
、
公
理
で
は
な
く
あ
く
ま
で

方
法
と
し
て
、
西
田
の
思
索
を
綿
密
に
腑
分
け
す
る
。「
同
種
療
法
」
に
よ
り
、
自
ら
を
西
田
に
添
わ
せ
る
こ
の
演
習
は
、
可
能
な
選
択

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
も
と
よ
り
対
象
へ
の
忠
誠
は
亜
流
に
堕
し
、
逆
に
対
象
を
凌
駕
す
る
自
負
は
決
裂
を
招
く
。
自
己
と
歴
史
と
の
関
係

に
不
可
避
の
こ
う
し
た
相
対
的「
矛
盾
」を
内
包
し
て
歴
史
に
加
担
す
る
ほ
か
な
い
自
己
同
一
性
の
亀
裂
に
着
目
し
、そ
れ
を
能
う
限
り「
絶

対
化
」
す
る
―
。
そ
の
挑
戦
は
ど
こ
ま
で
功
を
奏
し
た
の
か
。
事
の
性
質
上
、
評
者
は
こ
こ
で
筆
者
の
方
法
に
倣
っ
て
屋
上
屋
を
架
す
代

わ
り
に
、む
し
ろ
著
者
が
西
田
に
随
走
し
て
共
有
す
る
前
提
に
な
お
内
在
す
る
「
論
理
の
隙
間
」
に
探
測
の
針
を
降
ろ
し
た
い
。
そ
れ
は
、

本
書
を
導
き
に
、
西
田
哲
学
に
対
す
る
疑
問
を
―
あ
る
い
は
初
歩
的
無
理
解
と
し
て
―
露
呈
す
る
愚
行
だ
ろ
う
か
。

一　
「
意
識
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
ず
、「
意
識
」。
西
田
の
哲
学
は
個
の
「
意
識
」
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
「
自
覚
」
の
構
造
を
探
求
す
る
と
こ
ろ
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

こ
こ
で
の
「
意
識
」
は
「
行
為
す
る
自
己
」
の
「
自
覚
」（
五
二
）
と
不
即
不
離
だ
が
、
こ
れ
ら
基
本
概
念
へ
の
西
田
の
省
察
は
、
現
時
点

か
ら
回
顧
し
て
、
も
は
や
き
わ
め
て
不
徹
底
な
も
の
へ
と
劣
化
し
た
の
で
は
な
い
か
（
五
二
―
三
）。『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
）
の
西
田

は
「
純
粋
経
験
」
を
「
唯
一
の
実
在
」
と
し
て
す
べ
て
を
説
明
し
た
い
、
と
の
意
思
を
表
明
す
る
（
一
三
〇
）。
意
識
現
象
を
実
在
と
見
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る
の
は
、
唯
識
の
基
本
的
立
場
に
重
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
依
拠
す
る
「
純
粋
経

験
」
は
、
そ
も
そ
も
「
主
体
の
自
覚
」
と
い
う
意
味
で
の
「
意
識
」
と
両
立
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
（
一
七
二
）。
主
客
未
分
の
潜
在
意
識

の
流
れ
が
「
自
覚
」
以
前
の
状
態
で
あ
る
こ
と
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
も
ま
た
注
記
し
て
い
た
（
一
三
四
）。
こ
こ
で
「
真
の
自
己
」

（
一
四
二
）
を
ど
の
水
準
に
定
位
す
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。「
主
客
合
一
」
の
「
見
性
」
を
こ
の
段
階
の
西
田
は
キ
リ
ス
ト
教
の
「
再
生
」

と
同
一
視
し
、
そ
れ
を
道
元
の
「
身
体
脱
落
」
や
禅
語
の
「
放
下
」
と
も
並
列
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
に
い
う
「
照
明
体
験
」
ま
で

動
員
す
る
（
一
四
四
―
六
）。
こ
こ
に
は
様
々
な
教
説
を
混
淆
状
態
で
模
索
す
る
初
期
西
田
が
居
る
。

　

た
と
え
ば
「
一
心
不
乱
」
の
集
中
状
態
は
主
客
未
分
の
「
純
粋
意
識
」
と
は
区
別
で
き
る
は
ず
だ
が
、
こ
の
「
一
心
不
乱
」
の
さ
な

か
で
は
、
自
ら
行
為
を
遂
行
し
て
い
る
と
い
う
意
識
も
失
わ
れ
、
も
と
よ
り
没
頭
の
最
中
に
は
「
反
省
意
識
」（
一
七
四
、一
九
八
）
も
働

く
ま
い
。
ま
た
意
識
の
周
辺
部
に
萌
す
前
兆
を
、（
こ
れ
も
事
後
的
な
整
理
な
が
ら
）「
顕
在
意
識
」
以
前
の
「
潜
在
意
識
」
と
呼
ぶ
な
ら
、

こ
れ
は
同
時
代
に
同
じ
マ
ッ
ハ
の
知
覚
論
経
由
で
折
口
信
夫
が
「
斜
聴
」
と
命
名
し
た
言
語
意
識
過
程
論
に
接
続
す
る
。
だ
が
「
斜
聴
」

で
は
主
体
の
目
的
意
識
が
、
例
え
ば
和
歌
の
朗
誦
を
通
じ
て
、（
そ
の
段
階
で
は
ま
だ
不
確
か
な
）
言
語
共
同
体
の
想
起
と
相
即
し
て
励

起
し
、
共
同
体
の
祖
や
現
在
の
歌
人
た
ち
と
相
互
同
調
す
る
。
そ
れ
を
「
起
源
か
ら
の
流
出
」
と
み
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
流
の
絶
対
者

と
の
通
信
へ
の
回
路
が
開
け
も
す
る
（
一
三
六
）。
だ
が
そ
も
そ
も
西
田
の
場
合
、
明
確
に
「
唯
識
」
へ
の
言
及
は
な
く
、
本
書
は
こ
れ

を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
と
断
案
す
る
（
一
八
三
：
五
七
）。
だ
が
こ
の
欠
落
は
、
西
田
の
意
識
論
構
築
に
、
大
き
な
空
隙
を
残
し
た
筈
だ
。

　

そ
の
空
隙
と
は
何
か
？
西
田
の
引
く
ベ
ル
ク
ソ
ン
は『
創
造
的
進
化
』で「
純
粋
持
続
」を
映
画
の
比
喩
で
語
る（
二
四
八
：
三
七
）。
フ
ィ

ル
ム
の
個
々
の
コ
マ
が
空
間
的
な
写
像
の
「
点
」
を
成
す
が
、
上
映
さ
れ
る
映
画
は
、
間
断
な
い
連
綿
の
「
持
続
」
と
認
識
さ
れ
る
。
こ

れ
は
「
比
喩
」
だ
と
本
書
は
断
る
が
、
む
し
ろ
映
画
は
脳
内
現
象
の
外
的
複
製
・
転
写
に
近
い
。
な
ぜ
な
ら
脳
内
で
は
、
知
覚
断
片
の
継

ぎ
は
ぎ
が
海
馬
で
調
整
さ
れ
、
脳
の
意
識
に
は
連
続
し
破
綻
な
い
映
像
へ
と
変
換
さ
れ
て
映
ず
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ロ
ン
発
火
に
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コ
ン
マ
数
秒
の
電
位
差
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
水
準
で
の
電
気
刺
激
が
断
片
的
で
し
か
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
。
つ
ま
り
映
画
が
連

続
映
像
に
見
え
る
の
は
錯
覚
の
お
陰
だ
が
、
脳
そ
の
も
の
も
、
同
様
に
刺
激
断
片
を
連
続
へ
と
翻
案
す
る
錯
覚
を
利
用
し
て
、
意
識
を
統

御
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
意
識
」
の
恒
常
性
と
「
自
己
同
一
性
」
感
覚
は
、
錯
覚
の
策
術
の
産
物
に
他
な
ら
な
い
。

仏
教
の
唯
識
が
説
く
「
自
己
意
識
」
の
絡
繰
（
カ
ラ
ク
リ
）
は
、
こ
の
生
理
学
的
な
作
用
を
裏
書
き
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

二　
「
場
所
」

　
「
意
識
」
を
「
我
」
に
よ
る
判
断
内
容
と
見
る
前
提
（
二
一
三
）
か
ら
出
発
す
る
西
田
だ
が
、こ
の
前
提
が
、西
田
の
独
創
と
さ
れ
る
「
場

所
論
」
に
影
を
落
と
す
。
実
際
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
か
ら
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
に
経
由
す
る
議
論
で
は
、
意
識
な
い
し
気
づ
き
を
、
志
向

対
象
の
側
か
ら
の
作
用
（
ノ
エ
マ
）
と
観
者
側
か
ら
の
働
き
か
け
（
ノ
エ
ー
シ
ス
）
と
の
双
方
向
の
交
叉
裡
に
定
位
す
る
。
こ
れ
は
当
然

な
が
ら
、
西
田
の
前
提
と
は
、
相
い
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
西
田
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
判
断
中
止
」（
エ
ポ
ケ
ー
）
を
、
述
語
を
欠
い
た

主
語
状
態
と
批
判
す
る
こ
と
に
な
る(

二
一
三
―
四)
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、『
意
識
の
問
題
』（
一
九
二
〇
）
の
西
田
は
「
意
味
と
存

在
と
の
結
合
」（
二
〇
二
）
に
象
徴Sym

bol

を
見
出
す
。
思
え
ば
、
南
方
熊
楠
は
少
し
早
く
「
モ
ノ
と
コ
コ
ロ
と
の
重
な
っ
た
と
こ
ろ
に

コ
ト
」
を
定
位
し
た
が
、
そ
れ
と
も
両
立
し
な
い
構
想
で
は
な
い
。「
象
徴
＝
記
号
」
に
関
す
る
学
説
を
、
本
書
は
も
っ
ぱ
ら
同
時
代
の

文
藝
に
お
け
る
「
象
徴
」
概
念
と
の
比
較
か
ら
吟
味
す
る
。
だ
が
む
し
ろ
『
実
体
概
念
と
機
能
概
念
』（
一
九
一
〇
）
の
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
が

後
に
探
求
す
る
「
象
徴
」
概
念
に
西
田
は
目
配
せ
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
？

と
い
う
の
も
、
や
が
て
一
九
二
八
年
ハ
ン
ブ
ル
ク
で

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
に
師
事
し
た
由
良
哲
次
が
、
西
田
の
『
叡
智
的
世
界
』
の
独
訳
な
ど
を
試
み
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
現
象
学
的
還
元
と
は
反
対
に
、
主
語
た
り
得
ぬ
述
語
に
注
目
す
る
の
が
「
述
語
論
理
」
だ
が
、
こ
の
論
法
は
、
賓
辞
／
属
性
を
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共
有
す
る
主
体
を
混
同
し
て
分
別
を
失
わ
せ
、
複
数
の
主
体
を
無
際
限
に
重
層
さ
せ
る
。
例
え
ば
「
私
は
鷲
、
あ
な
た
も
鷲
、
だ
か
ら
私

は
あ
な
た
」
と
い
う
「
融
即
」
思
考
だ
が
、
こ
の
た
め
「
述
語
論
理
」
は
、
統
合
失
調
症
の
急
性
期
に
発
生
す
る
自
己
同
一
性
分
裂
や
多

重
人
格
な
ど
の
症
状
を
記
述
す
る
術
語
と
も
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
見
神
体
験
や
憑
依
現
象
、
幽
体
離
脱
な
ど
と
呼
ば
れ
る
心
霊
現
象
と
の

交
錯
も
想
定
で
き
る
。
こ
こ
で
主
語
述
語
関
係
の
統
辞
を
乖
離
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、「
場
所
」概
念
の
彫
琢
が
不
可
欠
と
な
る
。『
働

く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
』（
一
九
二
七
）
に
登
場
す
る
西
田
の
「
場
所
」
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
起
源
で
あ
り
（
二
一
五
）、
淵
源
は
プ

ラ
ト
ン
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
の
コ
ー
ラ
に
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
こ
こ
で
論
理
操
作
を
更
に
逆
転
し
、
述
語
か
ら
遊
離
し
た
主
体
が
再
度
想

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

西
田
は
こ
の
よ
う
な
述
語
を
伴
わ
な
い
「
物
自
体
」（
カ
ン
ト
）
が
出
現
す
る
の
は
「
絶
対
的
無
の
場
所
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
だ
が
、

こ
の
段
階
で
模
索
中
の
西
田
は
、
過
度
に
多
数
の
先
行
思
索
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
直
観
の
導
く
映
像
を
統
御
し
き
れ
ず
、
論

述
に
も
短
絡
や
飛
躍
を
免
れ
な
い
。
こ
こ
は
評
者
と
し
て
著
者
に
教
え
を
乞
う
段
だ
が
、
ま
ず
こ
の
文
脈
に
い
さ
さ
か
唐
突
に
登
場
す
る

「
永
遠
の
現
在
」（
二
一
五
）
と
は
何
か
？

こ
こ
に
同
時
代
西
欧
で
も
流
行
を
み
たperennity

の
哲
学
に
由
来
す
る
概
念
の
影
響
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
？

西
田
と
入
れ
替
わ
り
に
京
都
大
学
に
赴
任
す
る
九
鬼
周
造
が
、
一
九
二
〇
年
代
に
欧
州
で
展
開
し
た
永
劫
回
帰
の
時

間
論
や
押
韻
論
な
ど
に
は
、
明
確
に
こ
う
し
た
同
時
代
の
刻
印
が
感
知
さ
れ
る
。

　

こ
の
思
索
に
次
い
で
、
先
述
の
「
叡
智
的
実
在
」
が
「
自
由
意
志
」
と
結
合
さ
れ
る
（
二
一
六
）。
だ
が
、
こ
れ
を
支
え
る
論
理
構
造

が
、
評
者
に
は
な
お
腑
に
落
ち
な
い
。
カ
ン
ト
な
ど
が
創
造
主
に
帰
す
る
「
本
源
的
直
観
」intuitus orginarius

は
、
無
か
ら
有
を
導

く
権
能
だ
が
、
こ
れ
と
西
田
の
言
う
「
自
由
意
志
」
が
成
立
す
る
根
拠
と
し
て
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
と
の
関
係
は
、
西
田
の
行
文
で
は

な
お
不
鮮
明
。
本
書
は
西
田
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
留
学
中
の
務
台
理
作
に
宛
て
た
重
要
な
書
簡
（
八
六
〇
）
を
引
く
（
二
一
八
）。
そ
の

読
解
だ
が
、
評
者
は
私
的
に
、
こ
こ
に
は
華
厳
経
に
見
ら
れ
る
冪
乗
を
重
ね
る
数
学
が
伏
在
し
、
そ
れ
を
ブ
ー
ル
代
数
に
上
乗
せ
す
る
と
、
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九
八

理
解
可
能
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
る
。D

as Eine

に
相
当
す
る
「
一
」
が
究
極
の
実
存
（
述
語
な
き
主
語
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

こ
に
到
達
で
き
な
い
存
在
者
（
賓
辞
・
属
性
）
は
、
数
値
的
に
は
そ
れ
に
劣
る
（
一
よ
り
小
さ
な
実
数
）。
こ
の
存
在
者
が
自
己
を
無
限

反
復
す
る
（
す
な
わ
ち
ゼ
ロ
・
コ
ン
マ
幾
つ
の
実
数
が
、
自
ら
の
値
を
掛
け
合
わ
せ
る
）
と
、
乗
法
の
反
復
と
と
も
に
数
値
は
収
縮
し
、

や
が
て
無
限
に
「
0
」
の
近
傍
へ
と
接
近
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
演
算
の
究
極
に
は
「
無
の
場
所
」
と
し
て
の
ゼ
ロ
が
出
現
す
る
（
仏
教
の

śūnyatā

「
空
」）。
こ
れ
は
幾
何
学
図
形
で
い
え
ば
、
フ
ラ
ク
タ
ル
現
象
に
見
ら
れ
る
無
限
反
復
に
よ
る
圧
縮
が
、
理
論
的
に
は
究
極
的

に
無
限
集
合
を
も
包
含
し
う
る
「
場
」
と
も
相
同
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
到
達
し
え
な
い
究
極
の
「
一
」
と
、
無
限
収
束
の
極
値
と
し
て
の
「
0
」
と
の
両
極
端
に
、
西
田
の
想
定
す
る
「
絶
対
無
の

場
所
」
が
、
い
わ
ば
一
対
を
な
し
て
「
幻
視
」
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
の
直
観
は
、
な
に
も
西
田
に
限
ら
ず
、
カ
ン
ト
ー
ル
他
の
数
学
者
た

ち
に
も
到
来
し
た
。
西
田
の
後
継
者
、
田
辺
元
が
明
確
に
自
覚
し
て
い
た
こ
の
局
面
に
は
、
し
か
し
本
書
で
は
、
な
お
考
察
が
及
ん
で
い

な
い
（
三
四
一
二̶
）。
私
見
で
は
こ
こ
に
、
両
方
の
極
限
値
が
他
方
へ
と
位
相
転
換
す
る
二
重
螺
旋
、
リ
ー
マ
ン
空
間
（
一
八
八
）
の

描
く
相
互
依
存
の
包
含
、
宇
宙
論
的
に
は
、
双
数
の
蛇
が
互
い
の
尾
を
呑
み
込
む
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
構
造
が
出
現
す
る
。

三　
「
論
理
」
と
「
矛
盾
」
と
「
自
己
同
一
性
」
と

　

こ
こ
に
到
る
と
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
操
作
を
制
御
す
る
「
論
理
」
と
は
何
か
、
が
問
題
と
な
る
。
本
書
も
「
公
理
」
系
と
「
定
理
」

群
と
を
西
田
が
厳
密
に
は
区
別
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
自
己
の
体
系
の
内
部
で
自
家
中
毒
を
起
こ
し
、
論
理
的
な
「
陥
穽
」
を
覗
か
せ

て
い
る
と
指
摘
す
る
（
二
二
一
）。
西
田
の
省
察
が
「
個
体
」
の
側
と
「
一
般
者
」
の
側
の
視
点
と
を
頻
繁
に
往
来
す
る
た
め
、
文
意
の

把
握
が
困
難
な
原
因
も
（
二
二
八
）、
こ
れ
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
う
え
で
、「
絶
対
無
」
の
土
俵
の
う
え
で
は
「
生
と
死
」
も
所



九
九

書
評
　
鈴
木
貞
美
『
歴
史
と
生
命
　
西
田
幾
多
郎
の
苦
闘
』〔
稲
賀
〕

詮
、
相
対
的
な
矛
盾
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
を
止
揚
す
る
の
が
「
論
理
と
生
命
」（
一
九
三
六
）
の
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
（
二
二
八
）。
本
書

は
こ
の
文
脈
で
「
論
理
の
集
約
点
」
と
し
て
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
に
論
及
す
る
。
だ
が
こ
こ
で
そ
も
そ
も
「
矛
盾
」（
三
一
五
）
と

い
い
「
論
理
」
と
い
い
、
そ
れ
ら
が
（
仏
教
に
言
う
「
空
」
と
は
異
な
る
、
と
主
張
す
る
：
二
三
〇
）「
絶
対
無
」
に
立
脚
す
る
と
す
れ
ば
、

こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
評
者
の
素
朴
で
、
お
そ
ら
く
は
的
外
れ
な
謬
見
だ
が
、
ひ
と
つ
に
は
「
中
論
」
の
論
理
構
造
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（cf.

二
七
〇
）。
一
般
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
学
で
は
、
⓪
同
一
律
（
Ａ
は
Ａ
だ
）、
①
矛
盾
律
（
非
Ａ
は
Ａ
で
は
な
い
）、
②
排
中
律
（
Ａ

で
も
非
Ａ
で
も
な
い
も
の
は
な
い
）
が
基
礎
を
な
す
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ン
ド
に
淵
源
を
も
つ
中
論
で
は
、
③
「
Ａ
か
つ
非
Ａ
」、
さ
ら

に
は
④
「
Ａ
で
も
非
Ａ
で
も
な
い
」
命
題
を
も
視
野
に
入
れ
る
。
西
田
も
エ
リ
ュ
ゲ
ナ
に
依
っ
て
「
一
切
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
切
で
な

い
も
の
」（
一
九
一
）に
考
察
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、通
称「
四
つ
の
レ
ン
マ
」と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
推
論
形
式
の
裡
、後
者
ふ
た
つ（
③
④
）

は
、
西
洋
論
理
学
が
許
容
す
る
「
論
理
」
⓪
①
②
の
埒
外
に
逸
脱
し
て
お
り
、
そ
の
「
場
所
」
は
「
論
理
」
の
圏
外
に
留
ま
る
。
さ
ら
に
、

contradiction

に
は
一
般
に
「
矛
盾
律
」
と
い
う
漢
語
の
訳
語
が
与
え
ら
れ
、
西
田
も
そ
れ
に
な
ん
ら
疑
問
を
抱
い
て
は
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
無
敵
の
矛
と
無
敵
の
盾
と
の
相
克
と
い
う
漢
語
の
譬
は
、相
対
的
な
両
立
不
可
能
性incom

patibility

に
関
す
る
弁
舌
で
あ
り
、

元
来
の
論
理
的
な
「
背
理
」contradiction

と
は
等
価
の
操
作
で
は
あ
り
え
な
い
。

　

以
上
の
「
論
理
」
定
義
の
有
効
範
囲
確
定
と
、「
矛
盾
」
の
翻
訳
上
の
論
理
的
錯
誤
と
は
、「
自
己
同
一
」
の
定
義
そ
の
も
の
の
根
幹
に

関
わ
る
。
も
と
よ
り
単
体
は
自
己
と
の
同
一
性
を
認
証
で
き
な
い
。
同
一
と
の
認
識
は
、同
一
で
な
い
存
在
者
同
士
に
し
か
成
立
し
な
い
。

換
言
す
れ
ば
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
と
は
、「
自
己
同
一
」
と
い
う
「
錯
誤
」
認
識
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
「
背
理
」
で
あ
り
、
そ

れ
は
ま
た
定
義
か
ら
し
て
論
理
学
の
承
認
す
る
「
理
」
に
背
反
す
る
限
り
で
「
矛
盾
」
と
し
て
し
か
存
在
し
え
な
い
。
西
田
の
認
識
も
、

以
上
の
初
歩
的
な
「
論
理
」
と
「
背
反
」
す
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
が
、
問
題
は
後
期
西
田
に
お
い
て
、
こ
の
合
言
葉
が
い
わ
ば
所
与
の
前
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一
〇
〇

提
と
さ
れ
、
一
種
の
万
能
鍵
よ
ろ
し
く
、
空
廻
り
を
始
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

京
都
大
学
を
退
官
し
て
後
、「
自
由
な
学
究
の
道
」（
二
二
二
）
を
歩
み
始
め
る
西
田
は
、
こ
の
先
も
最
新
舶
来
の
学
術
情
報
を
倦
む
こ

と
な
く
取
り
込
ん
で
は
自
己
の
体
系
と
の
対
峙
を
試
み
、そ
の
刷
新
に
余
念
な
く
取
り
組
む
。
そ
の
勤
勉
さ
は
驚
異
的
だ
が
、し
か
し
「
絶

対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
に
加
え
て
「
一
即
多
」（
一
九
四
、三
四
二
）、
鈴
木
大
拙
と
も
共
有
す
る
「
非
即
」（
一
九
三
）
と
い
う
「
矛
盾
」
を

体
現
し
た
「
道
具
」、
す
な
わ
ち
無
敵
の
矛
か
つ
盾
で
あ
り
、「
一
」
を
「
無
限
」
へ
と
発
散
さ
せ
つ
つ
「
即
」
と
「
非
即
」
と
を
併
呑
す

る
「
脱
論̶
理
」
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
お
よ
そ
通
常
の
「
論
理
」
操
作
を
超
え
た
い
か
な
る
立
論
も
、
原
理
的
に
自
在
と
な
る
理
屈
で
あ

る
（cf.

二
九
〇
）。
加
え
て
「
矛
盾
」
を
具
現
す
る
こ
と
で
「
同
一
」
を
保
証
さ
れ
て
成
立
す
る
「
自
己
」
に
お
け
る
「
自
由
意
志
」
は
、

い
か
な
る
統
御
理
念
に
従
う
と
い
う
の
か
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
「
論
理
」
の
破
綻
を
見
越
し
、
そ
れ
を
超
え
た
「
認
識
主
体
」
を
据

え
た
西
田
の
思
索
は
、き
わ
め
て
「
合
理
的
」
に
も
、当
の
「
論
理
」
の
限
界
を
自
在
に
逸
脱
し
、無
際
限
な
万
能
性
を
発
揮
し
う
る
「
場
所
」

を
確
保
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
時
局
と
は
無
縁
の
、
無
と
無
限
と
の
随
意
な
相
互
融
通
性
、
西
田
自
身
が
述
べ
る
と
お
り
、
華
厳

教
学
に
い
う
「
事
事
無
碍
」（
二
六
九
）
の
本
質
還
元
の
原
理
が
孕
ま
れ
て
い
た
。

四　

学
術
的
達
成
あ
る
い
は
自
家
中
毒
？

　

晩
年
の
西
田
は
「
日
本
精
神
」
を
巡
っ
て
、
時
局
と
の
対
決
を
迫
ら
れ
る
。
同
時
代
の
思
潮
に
広
い
視
野
と
深
い
知
識
を
有
す
る
著
者

は
、
蓑
田
胸
喜
か
ら
の
攻
撃
（
二
五
四
）
や
、
橋
田
邦
彦
と
の
擦
れ
違
い
（
二
六
三
）
な
ど
に
も
周
到
に
目
配
せ
し
な
が
ら
、
西
田
の
位

置
を
見
定
め
る
。
た
し
か
に
戦
争
協
力
の
有
無
や
国
策
へ
の
貢
献
の
適
否
に
よ
っ
て
、
哲
学
者
の
是
非
を
裁
断
し
よ
う
と
す
る
二
分
法
は

「
無
効
」
だ
ろ
う
（
二
五
二
）。
だ
が
西
田
の
議
論
に
お
い
て
、
国
学
の
論
法
を
踏
襲
し
つ
つ
「
誠
」
が
「
真
事
」
へ
、
さ
ら
に
は
「
事
理
」



一
〇
一

書
評
　
鈴
木
貞
美
『
歴
史
と
生
命
　
西
田
幾
多
郎
の
苦
闘
』〔
稲
賀
〕

へ
と
横
滑
り
に
牽
強
付
会
（
二
八
二
、三
五
八
）
さ
れ
る
動
因
は
、
自
ず
か
ら
西
田
の
超
論̶
理
的
推
論
の
構
造
の
裡
に
胚
胎
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、「
無
の
有
」
た
る
皇
室
に
「
矛
盾
的
自
己
同
一
」
を
見
る
（
二
六
四
）
一
方
、
風
雲
急
な
現
代
史
の
世
界
情
勢

に
も
「
矛
盾
的
自
己
同
一
」（
二
六
三
）
を
見
る
洞
察
は
、
あ
ま
り
に
合
切
袋
で
、
も
は
や
事
実
分
析
と
は
無
縁
に
、
す
べ
て
の
事
象
を
自

己
の
体
系
に
無
際
限
に
包
摂
す
る
傾
向
が
著
し
い
。

　

他
方
、
こ
れ
に
対
す
る
筆
者
の
論
法
を
見
る
と
、
西
田
が
依
拠
す
る
原
勝
郎
の
手
に
な
る
小
冊
子
『
日
本
通
史
』
に
見
ら
れ
る
日
欧
の

中
世
封
建
制
を
類
比
す
る
視
点
（
二
九
〇
）
や
、西
田
が
国
民
統
合
と
「
万
世
一
系
」
の
皇
室
の
精
神
的
権
威
の
存
続
と
を
安
易
に
「
接
木
」

す
る
論
法
へ
の
、
学
術
的
反
論
が
目
立
っ
て
く
る
。
だ
が
む
し
ろ
必
要
な
の
は
、
な
ぜ
こ
う
し
た
論
法
が
必
要
と
さ
れ
た
の
か
、
の
内
的

解
明
で
は
な
い
か
。
原
の
場
合
、
日
欧
中
世
比
較
の
動
機
付
け
に
は
、
ア
ン
リ
・
ピ
レ
ン
ヌ
な
ど
の
欧
州
歴
史
家
の
見
解
に
接
し
、
日
欧

の
並
行
性
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
た
事
実
が
控
え
て
い
る
。
ま
た
両
者
の
類
似
を
主
張
す
る
背
景
に
は
、
一
九
二
〇
年
の
日
英
同
盟
解
消
と
、

日
本
の
国
際
連
盟
常
任
理
事
国
入
り
と
い
う
国
際
情
勢
の
な
か
で
、
日
欧
の
同
質
性
を
誇
示
す
る
学
術
的
要
請
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
無
視

で
き
ま
い
。
さ
ら
に
戦
争
期
に
急
速
に
過
激
化
す
る「
皇
国
フ
ァ
ナ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」（
二
五
八
、二
六
〇
）へ
の
思
想
的
対
抗
に
、も
は
や「
余

裕
」
も
な
く
、
自
前
の
道
具
箱
に
頼
り
な
が
ら
「
性
急
」
に
対
応
し
た
西
田
像
を
、
本
書
は
呈
示
す
る
（
二
九
八
、三
五
五
）。

　

こ
こ
に
「
瞬
間
が
永
遠
と
円
環
す
る
」「
永
遠
の
今
」（
二
九
七
八̶
）
が
、
い
さ
さ
か
唐
突
に
引
か
れ
る
。
こ
れ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
す

で
に
示
唆
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
京
都
大
学
で
西
田
の
後
を
襲
い
、
一
九
四
一
年
に
早
世
し
た
九
鬼
周
造
の
影
は
無
視
で
き
ま

い
。
た
し
か
に
文
献
的
証
拠
は
な
い
。
ま
た
他
の
先
行
研
究
で
言
及
が
あ
る
た
め
に
、
割
愛
し
た
話
題
と
も
推
測
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、

今
の
一
瞬
に
過
去
と
未
来
と
が
垂
直
に
折
り
重
な
るekstasis

、「
真
実
の
顕
現
」
は
、
時
局
に
哲
学
的
な
次
元
を
投
影
し
つ
つ
そ
れ
を

昇
華
す
る
企
て
に
と
っ
て
、「
民
族
の
自
覚
」
を
顕
揚
す
る
う
え
に
も
、
看
過
で
き
な
い
契
機
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
西
田
の

思
索
の
或
る
到
達
点
を
な
す
「
歴
史
の
創
造
」
に
無
縁
だ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ま
い
。
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九
鬼
周
造
に
即
す
と
、
詩
歌
の
押
韻
の
裡
に
再
帰
す
る
輪
廻
転
生
／
永
劫
回
帰
は
、「
言
霊
の
さ
き
は
う
國
」
の
万
世
一
系
の
皇
統
を

言
祝
ぐ
営
み
と
も
混
融
を
遂
げ
る
。
そ
こ
に
は
国
難
へ
の
対
処
と
い
っ
た
時
局
的
配
慮
や
集
団
的
憑
依
へ
の
同
調
を
超
え
た
、
政
治
哲
学

的
な
課
題
が
萌
し
て
い
た
。
自
由
意
志
と
想
定
さ
れ
る
判
断
や
自
覚
が
、
幻
想
の
共
同
体
へ
の
情
動
的
融
合
や
宗
教
的
憑
依
に
す
り
替
わ

る
瞬
間
。
も
は
や
個
人
の
能
動
か
受
動
か
は
判
然
と
せ
ず
、
い
わ
ば
無
記
名
の
中
動
態
の
裡
に
絶
対
の
権
威
が
降
臨
す
るcontingency

。

「
伝
統
の
発
明
」（
二
九
九
）
の
威
力
が
侮
り
難
い
の
は
、
人
が
「
國
體
」
に
、
個
人
生
命
を
超
え
た
七
生
報
国
の
夢
想
、「
神
な
が
ら
の
道
」

の
具
現
を
、
集
団
的
熱
狂
裡
に
幻
視
し
か
ね
ぬ
故
だ
（
三
〇
〇
：
四
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

以
上
、
渾
身
の
大
著
に
触
発
さ
れ
、
若
干
の
私
的
見
解
を
述
べ
た
。「
独
創
的
」
か
否
か
は
と
に
か
く
、「
根
拠
に
乏
し
い
「
創
造
的
批

評
」」（
二
六
三
）
に
低
徊
し
、「
勝
手
な
意
見
を
対
置
し
」
著
者
の
「
立
場
を
読
み
と
ろ
う
と
し
な
い
」（
三
一
五
）、literacy

に
欠
け
た
書

評
に
終
始
し
た
。
本
書
最
終
章
「
歴
史
と
生
命
」
の
末
尾
に
は
、「
は
ず
で
あ
る
」
が
連
呼
さ
れ
、
あ
り
え
た
は
ず
の
西
田
幾
多
郎
、
あ

ら
ま
欲
し
か
り
し
哲
学
者
の
可
能
性
が
点
綴
さ
れ
る
（
三
四
八
三̶
五
一
、三
五
六
）。
評
者
の
見
解
が
、
そ
の
筆
者
の
期
待
か
ら
は
大
き

く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
、
す
で
に
明
白
だ
ろ
う
。
議
論
の
切
り
結
び
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
稿
の
欠
陥
と
し
て
素
直
に
表

明
し
て
お
き
た
い
。
な
お
原
文
綴
り
を
含
め
た
索
引
ま
で
備
え
た
本
書
だ
が
、
高
密
度
の
大
著
ゆ
え
、
欧
文
な
ど
に
遺
憾
な
が
ら
些
細
な

誤
字
が
残
る
。ecriture （
六
二
）
はécriture

、 liue

（
二
一
五
）
はlieu
、propo

（
三
六
二
）
は propos

な
ど
。
ま
た
こ
の
著
者
の
常

だ
が
、
構
文
に
聊
か
自
分
勝
手
な
省
略
、
テ
ニ
ヲ
ハ
に
も
詩
的
放
縦
（
二
〇
二
）
が
み
ら
れ
、
主
語
や
目
的
語
が
不
鮮
明
な
文
章
（
一
八

八
、一
九
二
、一
九
八
、二
〇
四
、二
九
一
、三
〇
五
、三
〇
九
、三
四
五
、三
四
六
）
や
、述
語
が
噛
み
合
わ
な
い
書
き
損
じ
（
二
二
五
、三
五
二
）



一
〇
三

書
評
　
鈴
木
貞
美
『
歴
史
と
生
命
　
西
田
幾
多
郎
の
苦
闘
』〔
稲
賀
〕

も
散
見
す
る
。「
真
言
密
教
が
奉
じ
る
大
日
如
来
や
、（
…
）
日
蓮
宗
に
は
、（
…
）
阿
弥
陀
如
来
が
登
場
す
る
」（
三
五
三
）
と
誤
読
さ
れ

か
ね
な
い
チ
グ
ハ
グ
な
構
文
な
ど
は
、
い
ま
少
し
整
え
た
ほ
う
が
、
読
者
に
親
切
で
は
あ
る
ま
い
か
。
妄
言
多
謝
。


